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概要
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人間としての性についての高校生（看護科）と看護学生の認識を知 りたいと考え，①性用語のイメージ，②自

己や親・友人に対する気持ちや生命の捉え方について調査し，高校生と看護学生とで比較した。①の用語を「生

殖の性」「女性の性」「思春期」「両性の性」「生殖の中絶」「男性の性」の6つにラペル化し，整理した。②は自

由記載したものを KJ法により分類した。生殖の性に関する用語は明る〈 ，妊娠中絶 ・避妊には暗いイメージ
を持っている者が多い。それらは看護学生に顕著にみられる。また，希護学生に女性の性用語は明る＜，男性の

性用語は暗い傾向がみられる。自己や親に対し，高校生は否定的，看随学生は肯定的な傾向がある。看護学生は

生命や生き方への考えも明確になってきている。これらは青年前期の発達課題と合致する。 この結果より，発達

課題に応じた授業展開か必要であると考える。

はじめに

新カリキュラムにおける精神保健の性に関す

る教育内容・方法の検討は，思考錯誤の現状で

あり重要な課題である。精神保健では性に関す

る偏ったイメージや偏見をなくし人間の性の多

元性を理解させ，生き方や人間関係との関連で

考えさせたい。

しかし，今日の性をめぐる情勢は，性をタブ

一視する傾向は残る一方，性情報は氾濫し，興

味本位に取り扱ったも のや，性の商品化，妊娠

中絶の若年化な ど様々な問題があ る。それに伴

い思春期から青年期を過ごす生徒 ・学生の性意

識も変化 してきている。

したかって，学習者の性に関するイメージや

特性を理解し，発達段階を考慮した教育内容の

検討が必要である。ここでは，その一貰として

調査した性用語のイメージと，自己や親 ・友人

に対する気持ちや生命の捉え方について述べた

¥,、

゜

1.研究目的

精神保健の性の教育内容検討のために①性用

語のイメージ，②自己や親 ・友人に対する気持
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図 1

ちや生命の捉え方を知る。それらを高校生と看

護学生とで比較する。

2.研究方法

女子高校生（看護科） 2年生76名と看護学生

1年生38名を対象に，精神保健の性の授業前に

質問紙による調査を行った。①は北沢1)とピータ

ー・メイル2)の絵本か ら26の性用語を抽出した。

その用語のイメージの明暗を 5~ 1点として問
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P<O. 05 
P<O. 01 
P<O. 005 

＊ 看護学生と高校生間の差
＊ 明るい，または暗いイメ ージの看護学生と高校生間の差

性用語別イメージ

ぃ，検討した。検討する中でこれらの用語を「生

殖の性」「女性の性」「思春期」「両性の性」「生

殖の中絶」「男性の性」の 6つにラベル化し，整

理した。②は自由記載したものをKJ法により分

類した。①②各々集計にあたっては，全体と学

校別に集計し，全体の傾向 ・学校間の差をみる

ためにカイニ乗検定を行った。
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図 2 性用語別イメージ

3.結 果

①性用語のイメージ （図 1, 2, 3参照）ふ

つうのイメージを持つ者（以下，「ふつう 」とす

る）か半数以上を占める用語は，26用語のうち

看護学生15, 高校生19と全体的に 「ふつう」が

多い。明るいイメージを持つ者（以下，「明るい」）

が多い用語は，赤ちゃん ・妊娠・母乳・受精の

生殖の性に関する用語である。特に母乳ではP<

0.01で有意差かみられる。

更に，看護学生は明るいイメージが顕著であ

り，母乳の明るいイメージは高校生との間に有

意差がみられる (P<0.005)。

思春期と女性の性用語は，「ふつう」が最も多

いか，次いで 「明るい」が多く，「暗い」は少な

い。高校生より看護学生の方が明るい傾向にあ

り，思春期・子宮では有意差かあり，高校生と

看護学生の明るいイメージ間に有意差がみられ

る (P<0.05)。声がわりは看護学生は明るい傾

向であり，高校生はむしろ暗い傾向にあり ，明
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3.両親に対する気持ち ＊＊ 

l)尊敬、感謝、支え

2)素直にありたい

3)すばらしい、その他

4)いや、嫌い

5)不明 ロ
るいイメージ間に差がみられる (P< 0. 05)。

妊娠中絶 ．避妊のように生殖を中絶するもの

で，暗いイメージをもつ者が多く，妊娠中絶に

は有意差がみられ，高校生と看護学生の暗いイ

メージ間に有意差がみられる (P<0.05)。

1)大切、支え、満足

2)満たされない

3)不明 三
5.生命のとらえ方 ＊＊＊ 

l)かけがえのない、尊い

2)生き方、生きるエネルギー

3)神秘的、他律的、はかない

4)死

5)不明

鯛 看護学生 ＊＊＊ P<O. 005 

□ 高校生 ＊ ＊ P<O. 01 

* P<O. 05 

図4 自己．両親． 友人 に対 する気持ちと生命の とら え方

両性の性に関する用語は，「ふつう」か多いが，

看護学生は暗い傾向がある。性毛 ・性欲 ・マス

ターベーションでは有意差がみられ (P<0.05,

P<0.05, P<0.005)，性交の明るいイメージは

高校生と看護学生で有意差がみられる (P<
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0.05)。

男性の性に関する用語は，「ふつう」か多〈 ，

看護学生は暗い傾向かある。勃起では有意差か

みられ (P<0.005)，射精・勃起・ベニスの高校

生と看護学生の暗いイメージ間に有意差かみら

れる (P<0.05)。

以上，高校生と看護学生において「明るい」

では母乳 ・子宮 ・思春期 ・声がわり ・性交に，

「暗い」では妊娠中絶 ・性毛 ・射精 ・勃起 ・ペ

ニスについて有意差か認められる。

②自己や親 ・友人に対する気持ちや生命の捉

え方 （図4参照）。

看護学生は自分に対して満足している者か多

〈，高校生は不満 ・悩んでいる者が多い。

身体の変化に対しては， とまどいや受け入れ

難さが高校生の方が多い。

両親に対して尊敬 ．感謝の気持ちは看護学生

に多〈 ，嫌いは高校生に多い。

友人に対しては，半数以上が満たされており ，

差はみられない。

生命の尊さと生き方や生と死の考えを述べた

者は看護学生に多い。一方，神秘的 • 他律的で

はかないとした者は高校生に多い。

4.考 察

性用語のイメージで高校生の方か 「ふつう 」

と答えた者が多い。これは，用語からのイメー

ジであるため性への関心や用語に関する知識や

社会情勢体験などが高校生の方が少ないこと

が影靭していると思われる。

生殖の性について明るいイメージを持つ者が

多いのは，生命の尊さと生命を生み育てるとい

う人間の幸福と関連させてとらえていることか

わかる。生殖の性の意義は，歴史的に市民権を

得ているものである。妊娠中絶は生命の誕生 ・

尊重に反するものであり，暗いイメージが多い

のは生命の大切さ ・かけがえのなさが根底にあ

ることを伺わせる。これは生命の認識の結果と

も合致する。体内の小さな生命を守り育てるこ

とができないのは，余程の事情が察せられ，不

幸で悲しいできごとであることと重なり暗いイ

メージを持つと考える。以上，生殖の性に対す

る明るいイメージが看護学生の方に顕著なのは，

看護学生か生命や人間の性と死について自己の

考えを持ち，生命を生き方の問題として理解で

きるようになっているからではないか。これら

から，人間にと っての性の意義を生殖だけでな

く，生き方や人間関係 ・性役割などの性の意義

についても理解できるよう教育内容の検討が求

められる。

看護学生は女性の性用語には明る〈，男性の

性器や性行動を表す用語は暗いイメージを持つ

傾向かある。これは中学校や高校における性教

育が女子には女性の性行動 （初経教育）中心で

あることと関連するのではないか。人間の性行

動，特に男性の性行動の正しい理解ができてい

ないのではないかと考える。

マスターベーションはどちらかといえば男性

の性をイメージしやすく ，体験状況も男性の方

か多いことから男性の性行動と結びつけてとら

えやすい。また，従来より陰湿で否定的なイメ

ージをもちやすいことも関連していると考える。

このことからも男性の性行動の正しい理解か必

要となる。

女性の性用語の中でも月経 • 生理は，苦痛や

不快を伴うことから暗いイメージを持つと考え

る。思春期 ・初潮か明るいのに比してニキビが

暗いのは，不快な体験か影閥したものと考える。

思春期は過ぎ去った看護学生の方がようやく越

えた段階の高校生より明るいイメージを持ちゃ

すい。

女性の性用語や思春期が明るい傾向にあるの

は，からだの変化を肯定的に受け止めていると

いえ，高校生により強い傾向がある。

自己や親に対して否定的な傾向は，思春期が

アイデンティティの確立に向けて不安定な時期

であり，高校生はそういった状態を伺わせる。

両親に対して自我を主張し，反抗 ・不満といっ

た形で表れるが青年前期の葛藤の時期であるこ

とがわかる。看護学生は親の立場や気持ちを理

解することができ，対等にかかわることかでき

るようになる。両親に対して否定的な傾向は，

両親の性の理解がしにくく，生殖以外の性の意

義を考えにくい。また， 自己への否定的な見方

は自分自身の性行動への戸惑い ・不安を生ずる

だけでなく ，性が生き方や人間関係と不可分で

あることを理解しにくいことによると考える。

したがって，発達段階を考慮した上で，人間の
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性と生き方をどう理解させるかが重要となると

いえる。

5.結 論

生殖の性に関する用語は明るく，妊娠中絶・

避妊には暗いイメージを持っている者が多い。

それらは看謹学生に顕著にみられる。また，看

護学生に女性の性用語は明る〈，男性の性用語

は暗い傾向がみられる。

自己や親に対し，高校生は否定的，看護学生

は肯定的な傾向がある。看護学生は生命や生き

方への考えも明確になってきている。これらは

青年前期の発達課題と合致する。

以上の結果から，人間にとっての性の意義や

男性の性行動を含む人間の性行動の理解を発達

課題に応じて教授する必要がある。

この論文の趣旨は，第24回日本看護協会教育

学会にて発表した。
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